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考

~露代議方字t去の一様額「ド〉

声援・

音』円専韓曹

について

正大

築設は欝議撰 n等級資jについて、そζlζ反映Tる音議体系与を採るための整怒と、
皮切用字法を採るための獲理とを行ない、その内、後者ーに関しでは本紀要32-2 (紹

和59年3月)所殺の般論「曹完愛情殺aJ考一階代潟方字音の様椴(上)-J!ζ於
て報告した。ヱド務は紙数等のをお↑絡によりそこでは示し~~なかった部事ぎに関する報告で

i.I)る。!潟、上掲拙論!C付裁で三きなかった資料上後注総表は本紀婆32-3 (昭和59年

2月〉に見えるので、併せと焚いただきたいο
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に当たっては、『切韻j (以下、納部の

fJ1ニ青島』を以て代用させる)の体系くひのよに音注例

者毘の「ずれJの有無を探る方法(2)Iζ拠るが、本務で提示・考察の対象

とするのは、 f切韻3の体系と fずれjそ示す音注のιりで、「広韻』義枝

と f広雅』義との関連に於て検討を加えた結果、『切餓~ r博雅音』が共

る音注を『博雅音J

る。音注の

以下2 2. 

して再

47 

-韻類毎

間態を!ゑi号、



北大文学部ま己主要

に間ーの

われる

それぞれに吊していると判断され、呈つ河者聞に現

「ずれJが、共時的・通略的観点lこ徴して、音韻体系の

穏違に線開すると解される例のみである〈約。その他、実諜は穏互に異な

る諮の警影を示しているにもかかわらず、単iζ字形の斉しさのみに拠っ

てr博雅幸』を F切韻』音iζ引き主主てることによって生じる「ずれJや、
事雅音3が

わちず、そ

な

には採録されていない又留を示しているにもかか

lζ投影するととによって生じる「ずれJ

明を試みる f博雅音jの体系上の問題とは磁接関係しな

いので、その種の「ずれjを示すと解容れる音注訴は

に議り、乙 ζでは数わない。

1 .音注総表

1 本壊では芦殺の特徴的様轄を探る。音注例の務理は、 f切

に関する従来の研究を参考にしつつ、またそ ζでは認められ

の系列会設けるなどの、資料整理に当たって必要と判断さ

を加えて定めた声類の体系 (cf.r唐代字官制限.51-54)を慕準と

なう o

2. 2‘ 

韻jの

く

る
ぬ

れ

し

2. 2. 1. 

く1)まず重軽の分化の様相を探る。

次表は重唇音・軽唇音の分化の状況を見るために、反切によって注さ

れた唇音字誌でく4)について、そのよ字と帰字との潟認について行なった

調査の結泉奇数鐘によって爪したものである。表中の軽援資字(帰字・

上字)とは、史的変遷の過程で軽皆罷イヒを起乙す音韻的条件を異えた文

部ち、平声韻を以て伐表させるならば、〈東・乙(但し〈明〉母家宅長

|除く〉謹乙徴撲乙燦文元陽乙尤乙(似し《明》母字を除く〉凡〉

乙とである G 表示lζ当たって、〈徴〉母は多く特異な様相会示すむ

で{也の軽静穏声母と区別して算定し、また描げる音注の実欝関(婦学上

字.1マネの頗iと示す) と帰字との撃騒が合わぬものに繰り、他lζ

48 -



曹憲「博雅音」考

ついては資料 1.音注総表に譲り省略する。

計閥 非敷奉 計防) 微防)話ぞ〕需湧並明(
重唇音 75 81 88 46: 290 (99.7) 6 (B) 4 (C)13(D)! 23 (28.0): 37(E(92.5) 

軽唇音 1W 1 ( 0.3) 20 15 24 : 59σ2.0): 3 (7.5) 

言十 75 82 88 46: 291 26 19 37 82 : 40 

(A)娩匹高

(B)扉 a)福部、彬福巾、趨方孟、肢方寄、鐸方支、復方千。

a) ~博雅音.1 Iζ見える被注字は併である。

(C)伍芽悲、勝手二、標芋奏、慾芳列。

(D)枇符夷、埠符粛、頻符賓、復符逼、昨符役、枇符夷、

蜂扶江、勝扶江、榊扶支、枇扶規、勝扶四、稗浮夷、

便房連。

(E)秘 a)亡八、尼亡江、糧亡丸、漫 b)亡且、報亡干、阿亡見、

隈亡秋、麗 c)亡皮、寝亡彼、{米亡是、絹亡巾、親亡角、

勉 d)亡限、芸亡威、脈亡革、時亡到・亡角、穏亡再、

滋亡本、娼亡篤、苓亡報、嘆亡各、株亡達、株亡結、

義 e)亡老・亡豆、市f)亡安・亡珍、農亡旦、鰻亡達、嘆亡白、

措無巾、錯 g)無巾、魔無悲、康無悲、栢忘輩。

a) ~博雅音.1 I乙見える被注字は吻である。

b) ~博雅音.1 Iζ見える被注字は模である。

c) ~博雅音』は新lζ作る。

d) ~博雅音』は晩lζ作る。

巴) ~博雅音』に見える被注字は萩である。

f) ~博雅音.1 I乙見える被注字は筒である。

g) ~博雅音』は胞に作る。

以上によって、鼻音を除く三声母lと重・軽の反切用字面に於ける区別

の傾向を指摘できょう。書写上の伝統による覇鮮などをも考慮に入れる

ならば、乙の区別の傾向は、鼻音以外の唇音に於ける重軽の別が音声的
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北大文学部紀要

にかなり明確であった乙との反映と推考して大過ないと思われる。

( 2 )次l乙唇音声母の混同を示すと解される例を挙げる。以下、音注

例は、被注字 『広韻~ f乙見える反切、『博雅音j fc:.見える反切・直音、

の順l乙示す。尚、傍証例 (cf.r唐代字音Jp. 42、脚注6)と解される音注に

は末尾に〔傍〕と記し、また、検索の便宜を計り当該字の資料 1.音注

総表lζ見える箇所(韻類・摂・注番号)を付記する。

O軽唇音声母〈非}><{敷}><{奉〉の混同

酢甫微《非〉 挽〈敷〉非

楠分勿〈非〉 音梯〈敷〉

侍方遇〈非〉 音敷〈敷)>(傍〕

拘芳武〈敷〉 方《非〉宇〔傍〕

菖方六〈非〉 音腹〈奉〉

罪敷尾〈敷)> {i弗*1::奉〉匪

JIIB・止・ 9

JIIB・諜・ 3

JIIB・遇・ 15

JIIB・遇・ 13

JIIB・通・ 3

JIIB・止・ 10

*御(1::敷〉母字)の誤写か。今はテキストに見える字体lζ従う。

温字究《敷〉 音凡〈奉〉 JIIB・威・ 8

I乏房乏〈奉〉 赴〈敷〉乏 JIIB・威・ 6

芳〈敷〉乏 JIIB・戚・ 7

梼 防無《奉〉 音敷〈敷)>(傍〕 JIIB・遇・ 16

O全濁声母〈並〉と全清声母〈需〉・次清声母〈湾〉の混同

説、 蒲結〈並・入〉 七〈需〉節 IV・山・ 2

抜蒲擁《並・入〉 博〈醤〉末〔傍・山・ 26

紳*方緬〈需〉 蝉〈並・上〉典 IV・山・ 7

* r博雅音Jf乙見える被注字は悲である。
関彼則〈需〉 歩〈並・去〉力 JIIA・曽・ 3
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曹憲「博雅音」考

構補各〈需〉 歩《並・去〉各

稗符支〈並・平〉 音卑〈菅)>[傍〕

額必都〈曹〉 音頻〈並・平〉

根*房脂〈並・平〉 普<{i芳〉薬

* w博雅音.1，ζ見える被注字は捜である。

1 .宕・ 2

IIIA・止・ 2

IIIA・諜・ 3

IV・蟹・ 3

冨*芳逼《傍〉 皮〈並・平〉逼 IIIA・曽・ 2

* w博雅音.1，ζ見える被注字は憶である。
溢普悶〈傍〉

蔀普后〈湧〉

駐敷悲~ì芳〉

蒲〈並・平〉悶〔傍・藤・ 4

歩〈並・去〉古 I・遇・ 4

歩〈並・去〉悲〔傍) IIIA・止・ 55

2. 2. 1. 2 舌音

以下l乙舌音声母の混同を示すと解される例を挙げる。

O全濁声母〈定〉と全清声母〈端〉・次清声母〈透〉の混同

種徒果〈定・上〉 丁〈端〉禾 I・果・ 13

E登 徒亘〈定・去〉 丁〈端〉部 1 .曽・ 5

鍬徒封〈定・去〉 音敦《端〉 1 .蟹・ 29

瑞特計〈定・去〉 音帝〈端〉 IV.蟹・ 6

椴徒玩〈定・去〉 都〈端〉館〔傍〕 1 .山・ 32

f主 徒結〈定・入〉 多〈端〉結〔傍〕 IV・山・ 12

柊 徒冬〈定・平〉 音冬《端〉 1 .通・ 18

a ・‘・・・---.晶晶司・‘...・・

汰徒蓋《定・去〉 音太《透〉 1 .蟹・ 16

車~ *徒蓋《定・去〉 音太《透〉 1 .蟹・ 15

* w博雅音.1，乙見える被注字は欽である。
自或*{:走得《定・入〉 他〈透〉則 1 .曽・ 6

* w博雅音』は貸l乙作る。
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世徒童《定・入〉 他〈透〉蹴 1 .威・ 22

腸*徒童《定・入〉 他〈透〉市 1 .威・ 2

* r博雅音』は踏に作る。
楠他果〈透〉 大〈定・去〉果 1 .果・ 14

樟他紺〈透〉 代〈定・去〉紺 I・威・ 3

腿他代〈透〉 音速〈定・去〉 1 .蟹・ 3

{廷他鼎〈透〉 達〈定・入〉鼎 IV・梗・ 6

大〈定・去〉鼎 IV・中更・ 7 

マ〈定}><{透〉両母の別を示すと解される例も見える (5).鍛 音談〈定

・平〉又音他〈透〉甘反 (8・7・2)、脱 吐〈透〉活反文杜〈定・上〉活

反 (8・5・10)。

O全濁声母〈澄〉と全清声母〈知〉・次清声母〈徹〉の混同

撤 直手IJ<(澄・去〉 音致〈知)>(傍〕 皿A・止・ 64

雷 i渉格《知〉 丈《澄・上〉革 E ・梗・ 34

株捗輸〈知〉 音厨<(i澄・平〉

{長 椿羊〈徹〉 音長〈澄・平〉

鼠 直亮〈澄・去〉 音信〈徹〉

槽丑庚〈徹〉 丈〈澄・上〉盲

O舌頭音声母と舌上音声母の混同

箪都教〈端〉 珍〈知〉教

自宇*丁目〈端〉 |渉〈知〉目

* r博雅音』は貯に作る。
計*丁呂〈端〉 竹〈知〉巴

* r博雅音』は件Iζ作る。

拘都歴〈端〉 竹《知〉歴

- 52ー

illB・遇・ 21

illB・宕・ 3

illB・宕・ 2

E ・梗・ 8

II .安l(. 3 

illB・遇・ l

班B・遇・ 2

IV・梗・ 10



曹憲「博雅音」考

II .蟹・ 6丁〈端〉皆卓皆〈知〉

諸凡《知〉

菌来

丁〈端〉凡撤

IIIA・藻・ 6丁〈端〉ー

丁〈端〉世〔傍〕

丁〈端〉丈〔傍〕

F歩栗〈知〉

竹例《知〉

知丈〈知〉

窒

滞

I・通・ 9勅〈徹〉公

1 .戚・ 10勅〈徹〉感

E ・山・ 3勅〈徹〉轄

{也紅《透〉

他感〈透〉

他錯〈透〉

他達〈透〉

長

』岡

賜

瀬

1 .山・ 21勅〈徹〉達〔傍〕{達

II .威・ 2丈〈澄〉減

直〈澄〉減

徒減〈定〉j甚

II .威・ 3

IIIA・主主・ 7 音兆〈澄〉徒了《定〉

丈厄《澄〉

h
 
j
 

H
H村
川

II .梗・ 29

II .俄・ 2

徒〈定〉革

徒《定〉加

徒〈定〉甲〔傍〕

宅加〈澄〉

調

路

書
II .戚・ 16丈甲〈澄〉

1 .藤・ 7

II .妓・ 5

E ・安k・9 

E ・安女・ 7 

女〈娘〉寸

嬢〈娘〉教

女〈娘〉孝

女〈娘〉孝

女〈娘〉板

奴困〈泥〉娯

j卓 奴教〈泥〉

奴教〈泥〉

奴板〈泥〉

権

雌 II .山・ 7

2. 1. 3 歯音

以下に歯音声母の混同を示すと解される例を挙げる。

2. 

O全濁声母〈従〉と全清声母〈精〉・次清声母〈清〉の混同

1 .山・ 39作《精〉満

53ー
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設慈演〈従・上〉 音頭〈精}>[傍〕

組子朗《精〉 在〈従・上〉朗

罫子櫨〈精〉 結《従・入〉瞳

慌*昨焦〈従・平〉 子〈精〉笑

* w博雅音.1 ~ζ見える被注字は療である。

illA・山・ 12

I・宕・ 11

IV.蟹・ 16

班A・安t・11

筆*子六〈精〉 才《従・平〉六 illB・通・ 9

* w博雅音』は主主lζ作る。

マ〈従)>~精〉両母の別を示すと解される例も見える:哉 昨《従・入〉

再反、祖〈精〉戴反 (8・3・1)。

虫資 取私〈清〉 疾〈従・入〉資

O 全濁声母〈従)>~邪〉の混同

遁*白秋〈従・平〉 徐〈邪・平〉留

* w博雅音.1fL見える被注字は遁である。
山焦 昨焦〈従・平〉 首卒〈邪・平〉焦、

合 自秋〈従・平〉 似〈邪・上〉流

棺疾陵〈従・平〉 {以〈邪・上〉陵

癌慈演《従・上〉 合平〈邪・平〉顛

穿 疾政《従・去〉 辞《邪・平〉政

捧慈、血日〈従・入〉 旬〈邪・平〉律

宮下 昨誤〈従・去〉 似〈邪・上〉故

請*疾政〈従・去〉 似〈邪・上〉政

* w博雅音.1 ~L見える被注字は観である。

車昔 秦昔〈従・入〉 似〈邪，・上〉亦

illA・止・ 71

illB・流・ 13

illA・安k・15

illB・流・ 14

illA・曽・ 7

illA・山・ 14

皿A'梗.13 

illA・藻・ 33

I・遇・ 10

illA・梗・ 11

班A・梗・ 12

マ〈従)>~邪〉両母の別を示すと解される例も見える: t戚就〈従・去〉
夙反又似〈邪・上〉育反c1・ 1・8)、匠 音泉〈従・平〉、正音旋〈邪・平〉
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曹憲「博雅音」考

( 7・4・8)。

O全濁声母〈崇〉と全清声母〈荘〉・次清声母〈初〉の混同

イ旬*鋤祐〈崇・去〉 壮《荘〉救 illB・流・ 15

* r博雅音~ I乙見える被注字は繍である o
相側加〈荘〉 士〈崇・上〉加〔傍 n・偲・ 7

士〈崇・上〉家〔傍 II・似・ 8

禰仕子〈崇・平〉 荘〈荘〉子 illB・遇・ 23

動姐交〈崇・平〉 楚〈初〉交 E ・数・ 11

腫楚交〈初〉 音巣〈崇・平)>(傍 II・数・ 14

訟楚交〈初〉 士〈崇・上〉交 E ・数・ 13

O全濁声母〈船)><(常〉の混同

騨*食陵〈船・平〉 酬〈常・平〉陵 illA・曽・ 6

* r博雅音』は臨lζ作る。

!路 食陵《船・平〉 視〈常・上〉陵 illA・曽・ 9

キ予*神輿〈船・上〉 常〈常・平〉輿 illB・遇・ 9

* r博雅音』は柔l乙作る。
貰神夜〈船・去〉 常〈常・平〉夜 illA.m~. 2 

操食ダIJ~船・入〉 臣《常・平〉熱 illA・山・ 20

持 神輿《船・上〉 侍〈常・去〉興 illB・遇・ 8

血多 食列〈船・入〉 音折〈常・入〉 illA・山・ 21

2. 2. 1. 3 牙喉音

以下l乙牙喉音声母の混同を示すと解される例を挙げる。

O全濁声母〈享〉と全清声母〈見〉・次清声母〈渓〉の混同

{狂*求往《草・上〉 踊〈見〉往 illB・宕・ 20
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* r博雅音』凶濯に作る。
臨居章〈見〉 巨〈華・上〉出 IIIA・諜・ 40

嬰 居月〈見〉 巨〈華・上〉月 IIIB・山・ 12

機居依〈見〉 巨〈華・上〉衣 IIIB・止・ 1

塞 居侵〈見〉 音響〈享・上〉 IIIB・山・ 1

蛮 渠容〈葦・平〉 音扶〈見)>[傍〕 IIIB・通・ 28

矯居天〈見〉 奇〈季・平〉兆 IIIA ・安~ . 23 

磯居依《見〉 音祈《草・平〉 IIIB・止・ 2

ー・.‘・.‘・‘・・・・・ ・....-晶守+・

暗渠遥〈草・平〉 去《渓〉巻 IIIA・山・ 62

郎〈渓〉遥 îJIA ・安~ . 21 

倦*渠巻〈草・去〉 去〈渓〉願 IIIB・山・ 11

* r博雅音』は券l乙作る.

O全濁声母〈匝〉と次清声母〈暁〉の混同

1賢胡典〈匝〉 呼《暁〉典 IV・山・ 28

t~量胡虞《匝〉 音幌〈暁〉 1 .宕・ 20

穀呼木〈暁〉 乎〈桓〉谷 I・通・ 16

詩*許更〈暁〉 乎《恒〉孟 Il .梗・ 15

* r博雅音』は誇lζ作る。
需 許激《暁〉 乎〈匝〉的 IV・梗・ 21

マ〈暁)><匝〉両母の別を示すと解される例も見える:担呼〈暁〉没

反文乎〈匝〉没反(2・2・3)、詞呼〈暁〉蓮反、乎《匝〉蓮反(3・2・9)。

O次濁声母〈子)><羊〉の混同

翠興章〈羊〉 又〈子〉章 IIIB・宕・ 18

2. 2. 1. 5 以上声類について『博雅音』に見える混同例を類別
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-提示したが、そこに反映する音韻的特徴を総括すると次の様である。

尚、参考のために「文選Jr玉篇』に反映する様相の概略(6)を付記する。
(1)重唇音と軽唇音との分化が鼻音を除く三声母l乙関しでかなり明

瞭に認められる。 I文選Jr玉篇』も同様である。
C 2 )一般に北方字音l乙於ける事象として説かれる全濁(有声音)声母

の全清・次清化(無声無気音・無声有気音への変化)を示すと解される例が唇

・舌・牙音の何れにも見える(但し、 ζれまで一般に説かれると乙ろに従えば、

全濁《平声〉と全清との混同、全濁〈灰声〉と次清との混同は例外となる)。乙の様

相は「文選JICは見えるが『玉篇』からは窺えない。

C 3 )舌頭音:舌上音の区別を疑わしめる舌音類隔切の例が見える。

「文選Jr玉篇』も同様である。
C 4 )南方字音の特徴として説かれる〈従::3><{邪〉両母、〈船::3><{常〉

両母混同の例が見られる。因みに、乙の混同は六朝末の江南lと於ける字

音の特徴である旨の指摘が『顔氏家訓j I音辞篇」に見える。 I文選J

C<(従::3><(邪〉混同例のみ)r玉篇』も同様である(但し、「文選Jr玉篇』に見
える〈匝::3><(子〉両母の混同例は『博雅音』から得られなしつ o

C 5) <{子::3><{羊〉両母の混同を示す例が得られる。個例なので詳細

は不明であるが、或は南方字音の特徴の反映と解されょうか。 I文選」

にその確実な例は見えないが、河野六郎「玉篇に現れたる反切の音韻的

研究J(上引論文)によれば『玉篇』に於ては〈匝::3><{子::3>(同論文では

〈羽}>)<{羊::3>(同論文では〈愉}>)三母の別がないという。

2. 2. 2 本項では韻類の特徴的様相を探る。音注例の整理は、『切

韻』の体系l乙関する従来の研究に拠って定めた韻類の群別 (cf.r唐代字

音~ pp. 110-111 )を基準として行なう。以下、韻の構成要素である介母

(開合・直劫)、主母音・韻尾、声調(本稿では省略lζ従う)のそれぞれに

ついて報告する。

2. 2. 2. 1 介母
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『切韻』の体系では介母としてく開合>とく直劫〉の二種が認められ

る。以下、乙の順 lと『博雅音~ ，乙於ける両要素の在り方を見る(本稿に於

ける閲合・直働の義については『唐代字音Jpp. 111-115を参照)。

O開合の様相は次の如くである(詳細は資料1.音注総表、資料II.反切上・下

字相関表を参照)。

(1)基本的には『切韻』に於けると同様の対立関係が明確に認めら

れる。

( 2 )唇音字は『切韻』の合口韻、関口韻何れもの反切上・下字とし

て用いられ、従って唇音字は間合の対立に関して neutralであったと認

められる。

O直働の様相は次の如くである(詳細は資料1.音注総表、資料II.反切上・

下字相関表を参照〕。

( 1 )直揃の対立は『切韻~ ，乙於けると同様明確に認められる。 r切
韻』の体系lζ則して言えば、直音字は直音の反切下字によって、描音字

は掛音の反切下字によって注されている例が殆どである(例外については、

本項6 I/illB韻類・本項9 illA/IV韻類を参照)。

( 2 )揃音甲:乙の対立は、混同を見せる極く少数の事例を除き、基

本的には明確であったと認められる。

( 3 )重組の認められる諸韻(平声韻を以て代表させるならば〈支脂祭真仙

宵侵塩〉韻)字について、それの採る反切上字との関係を見るに、上字と

して重紐の認められる韻の字を採る時は、少数の例外を除いて、何れも

その類を同じくしている。従って、『博雅音~ ，乙於ける重紐韻の甲:乙

の対立は帰字と上字との関係に於ても明確であると認められる。その様

相を以下の表に示す。表示lζ当たっては重紐甲類字を甲、重紐乙類字を

乙、重紐韻以外のillA韻類字及びillB韻類字を丙、 1 • rr ・rv韻類字をそ

れぞれ r.rr.rvとして示す。なお、唇音「匹」字を甲より分けて別扱

いとしたのは、切韻系韻書l乙於てそれが丙と性格を同じくしているため
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である(cf.周法高「三等前重唇音反切上字研究Jr史語研集刊~ 23下、 1952、p.

385他)。

O唇音

|持¥そミご-------病帰字類別

需

平
I芳

並

明

小計

書

上
I芳

並

明

小言十

需

去
I秀

並

明

小計

書

入
I芳

並

明

小計

計

(A)枇彼比。

(B)懐必矯。

甲

丙甲「匹JIn IV乙

3 1 

3 1 

1 (A) 

1 

1 

1 2 

1 

1 1 

2 1 

3 1 241  1 

(C)法必寄。 cf.音注総表 illA・止・ 5
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乙

丙乙「匹JIn m甲

2 2 1 1 (B) 

1 1 

5 2 

8 4 2 

1 

1 

l 

2 1 

1 2 1 (c) 

1 

1 2 1 1 1 

2 

13 6 1 4 2 
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O牙喉音

帰可主ミナ調み~¥均帰母字¥細¥面ベ川
甲 乙

丙甲「匹JI II N 乙 丙乙「匹J1 II N 甲

見 2 

渓 3 1 

草

疑
平

E尽Z/ノ 7 1 

暁 3 2 

匝

小言十 3 2 12 3 

見 6 3 

渓

霊 3 3 

疑 5 
上 影 4 

暁 2 

匝

小百十 20 3 6 

見 4 

渓 2 

霊 2 2 

疑
去 主思主/ノ 2 

暁 3 

匝

小計 5 1 1 8 4 

見 1 2 

渓

霊
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入
疑 1CA) 4 2 

影

暁 2 3 

匝

小計 4 10 2 

言十 13 1 3 50 12 9 l 

(A)戯怒一。 cf.音注総表 illA・諜・ 20

(B)委-{員。 cf.音注総表 illA・止・ 47

2. 2. 2. 2 韻類

以下lζI韻類l乙含まれる諸韻聞の通用を示すと解される例を挙げる。

挙例の体裁は声類と同様である。

0<東一・屋一::}<冬・沃〉両韻の適用
利徒冬〈冬〉 大鴻〈東〉

沃烏酷〈沃〉 音屋〈屋〉

I・通・ 4

I・通・ 17

0<日台::}<泰開〉両韻の通用
講於蓋《泰関〉 音暖<0台〉 I・蟹・ 14

o <u台::}<灰〉両韻の通用
積五灰〈灰〉 牛哀〈恰〉 I・蟹・ 11

マ〈日台::}<灰〉両韻の別を示すと解される例も見える・朽古擬<(u台・

去〉、古封〈灰・去~ (3・2・6)。

0<泰合~<灰〉両韻の通用

怒徒封〈灰・去〉

頼郎外〈泰合〉

度舎〈泰合〉

雷封〈灰・去~(傍〕

I・蟹・ 21

I・蟹・ 32
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0<:泰関}><:灰〉両韻の通用

浦 博蓋〈泰関〉 盃妹〈灰・去)>(傍〕 I・蟹・ 24

0<:模}><:侯〉両韻の通用
蔀 普后〈侯・上〉 歩古〈模・上〉 1 .遇・ 4

0<:章・合}><:談・童〉
皇室 作含〈車〉 作甘〈談〉 I・戚・ 28

替 作含《車〉 載甘《談〉 I・戚・ 27

諸烏含〈車〉 烏甘〈談〉 1 .威・ 36

土台 苦感《車・上〉 苦敢《談・上〉 I・戚・ 31

憾 胡紺〈車・去〉 乎淡《談・去〉 1 .威・ 34

踏徒合〈合〉 大1鼠《室〉 I・威・ 23

障徒枕《談・上〉 大紺〈車・去〉 I・戚・ 5

峨 呼覧《談・上〉 呼感〈車・上)>(傍〕 I・威・ 17

識下蹴《談・去〉 乎闇〈車・去〉 1 .威・ 18

関*徒童〈査〉 他市〈合〉 I・戚・ 2

* r博雅音.1Iζ見える被注字は踏である。
相*徒壷《査〉 大合《合〉 I ・威・ 6

* r博雅音』は献花作る。

マ〈合}><:査〉両韻の別を示すと解される例も見える:佳三童〈蚕〉、

索合〈合}>(3・10.2)。

2. 2. 2. 3 rr韻類

以下l乙E韻類l乙含まれる諸韻聞の通用を示すと解される例を挙げる。

0<:佳}><:皆〉両韻の通用
経苦禍〈佳合〉 空准〈皆合〉 E ・蟹・ 23
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口需〈皆合)>(傍〕 1I .蟹・ 25

ま罷 薄蟹〈佳開・上〉歩楕〈皆関・上〉 1I .蟹・ 5

根 楚悌《佳開・去〉楚械〈皆関・去〉 E ・蟹・ 10

誤*火慨〈佳関・去〉呼介〈皆開・去〉 1I .蟹・ 18

* r博雅音』は諜l乙作る。
親 五骸〈皆関・上〉五買〈佳開・上〉 E ・蟹・ 3

o~皆)>~夫〉両韻の通用

具害*火嬉〈夫関〉 許戒〈皆関・去〉 E ・蟹・ 17

* r博雅音~ Iζ見える被注字は期である。
丑介〈皆開・去〉 1I .蟹・ 7蓋丑轄〈夫開〉

快苦夫〈夫合〉 可怪〈皆合・去)>(傍) 1I ・蟹・ 24

o~佳)>~麻〉両韻の通用

説*祢佳《佳関〉 女家〈麻関〉 1I .偲・ 4

* r博雅音』は請に作るo
珪於佳〈佳関〉 於家《麻関)> 1I ・俄・ 14

*本例は或は『広韻~ I乙見える又音、烏瓜切〈麻合)>K投影して開合j混同

の例とすべきか。

I圭於佳〈佳開〉 同家《麻開)>(傍〕

竃 戸す品〈佳合〉 戸瓜〈麻合)>(傍〕

責 莫悌〈佳関・去〉婆嫁〈麻関・去〉

産 楚悌〈佳開・去〉楚嫁〈麻開・去〉

o~刷・鍔)>~山・里吉〉両韻の通用

措古錯《錯開〉 公八〈結合〉

剖古頒〈錯合〉

刷数剖〈鍔合〉

影*方閑〈山関〉

古滑〈黙合〉

所滑〈里吉合〉

迫姦〈仰l開〉
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* r博雅音』は展i乙作る。
昼国多l 倍八《黙開〉 措日害〈錯関〉 II .山・ 6

指 烏八〈結合〉 -剖〈錯合〉 II .山・ 12

0<(庚二・陪二:d><(耕・委〉両韻の通用

井力 甫盲〈庚閲〉 布萌《耕開〉 II .梗・ 23

』併 撫庚《庚開〉 普耕〈耕開)>[傍〕 II .梗・ 24

嘉 武庚〈庚開〉 莫耕〈耕開〉 E ・4更・ 26

t百 莫白〈陪開〉 忘革〈奏聞〉 E ・梗・ 28

↑白 普伯〈陪開〉 片婆《重手合〉 E ・梗・ 43

政*普伯《間関〉 ?事委《塁手合〉 E ・梗・ 44

* r博雅音J，ζ見える被注字は栢である。
事商 惨格〈間関〉 竹草〈察開〉 E ・梗・ 30

際 捗格〈陪開〉 竹見〈若手開〉 E ・梗・ 31

音 捗格《陪関〉 丈革〈妻子閲〉 E ・梗・ 34

務 莫白《陪開〉 音婆〈妻子合)>[傍〕 II .梗・ 47

告烏室〈耕関〉 烏行〈庚開〉 II .梗・ 18

掌 博厄くま妻子関〉 班格〈栢開〉 II .梗・ 2

櫛呼姿〈姿合〉 呼貌《陪合〉 II .梗・ 19

f事 下草〈重要開〉 乎格《陪閲〔傍〕 II .梗・ 16

マ〈庚二)><(耕〉両韻の別を示すと解される例も見える:緋 百猛反〈庚

・上〉、布耕反〈耕)>(2・4・10)0 (或は平・上声の別を示す例か。)

0<(戚・治:d><(街・ 1甲〉両韻の通用

醸 所斬〈威・上〉 所艦〈街・上〉

接 所斬〈威・上〉 所艦《街・上)>[傍〕

扱楚治〈沿〉 初匡<(1甲〉

F医侯央〈沿〉 音匝<(1甲〉

64ー

II .威・ 20

E ・威・ 19

E ・威・ 17

H ・戚.23 



曹憲「博雅音」考

爽古治〈治〉 古匝〈押~(傍〕 II .戚・ 21

創*鋤fi'j<{街〉 士戚〈威〉 E ・威・ 5

* r博雅音』は量Hこ作る。
里敢 於櫨〈街・上〉 烏減〈威・上〉 II .戚・ 14

櫨 胡黒奄《街・上〉 乎減〈戚・上〉 II .戚・ 13

2. 2. 2. 4 IlIA韻類

以下l乙IlIA韻類l乙含まれる諸韻聞の通用を示すと解される例を挙げる。

o<{支)><{脂〉両韻の通用

枇符支〈支開〉 符夷〈脂関〉

坪*符支《支凋〉 浮夷〈脂開〉

* r博雅音JJ1<:::見える被注字は樽である。
安比 符支《支関〉 音目比〈脂関〉

!葉 廃為〈支開〉 無悲〈脂開〉

B語 廃為〈支開〉 無悲〈脂開〉

自鹿*所宜〈支開〉 所飢《脂開〉

* r博雅音JJ1ζ見える被注字は麗である。

IlIA・止・ 51

IlIA・止・ 52

IlIA・止・ 54

IlIA・止・ 59

皿A・止・ 60

IlIA・止・ 78

島氏*巨支〈支開〉 渠夷〈脂関~ IlIA・止・ 89

* r博雅音』は雌lこ作る。

車氏 巨支〈支開〉 渠夷〈脂関〉 IlIA・止・ 90

ネ也 ℃支〈支関〉 音夷〈脂開〉 IlIA・止・ 83

言比 匹碑〈支開・上〉 匹夷〈脂開〉 IlIA・止・ 49

泥 女氏〈支開・上〉女凡〈脂開・上〉 IlIA・止・ 68

弛*施是〈支開・上〉失旨〈脂関・上〉 IlIA・止・ 81

* r博雅音』は強lζ作る。

崎 居絹〈支開・上〉車美〈脂開・上〉 IlIA・止・ 87

。皮 披義〈支開・去〉匹娼〈脂開・去〉 IlIA・止・ 50

寅 支義〈支閲・去〉音撃《脂開・去〉 IlIA・止・ 79
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高力局〈支合〉 力追《脂合〉 IIIA・止・ 101

規*居陪《支合〉 倶遺〈脂合::?> IIIA・止・ 106

* r博雅音~ 1ζ見える被注字は頼である。

委於局〈支合〉 於悲〈脂開::?>(傍 IIIA・止・ 98

詑*過委《支合・上〉車美〈脂関・上〉 皿A・止・ 88

* r博雅音~ IL見える被注字はi危である。
備 危睡〈支合・去〉魚軌〈脂合・上::?> IIIA・止・ 107

魚美《脂関・去::?>(傍1IIIA・止.92 

麗馳僑〈支合・去〉直類〈脂合・去::?> IIIA・止・ 103

萎*於偏〈支合・去〉委娼〈脂開・去::?> IIIA・止・ 99

* r博雅音~ 1乙見える被注字はF委である。
震*力脂〈脂開〉 音離《支開::?> IIIA・止・ 9

* r博雅音~ 1<=見える被注字は鰭である。
業力脂《脂閲〉 音離〈支開::?>(傍 IIIA・止・ 10

塀*直尼〈脂関〉 除離〈支開::?> IIIA・止・ 13

* r博雅音~ 1乙見える被注字は抵である。
泌*兵娼〈脂開・去〉必寄〈支開・去::?> IIIA・止・ 5

* r博雅音~ 1乙見える被注字は訟である。

庇 必至《脂開・去〉不異〈支開・去::?> IIIA・止・ l

観*凡利《脂開・去〉音寄《支関・去::?> IIIA・止・ 29

* r博雅音~ 1乙見える被注字は鎧である。
移 羊至〈脂関・去〉以妓〈支関・去::?> IIIA・止・ 24

筆之累〈脂合・上〉拙楽〈支合・上::?> IIIA・止・ 42

~ 丘悔〈脂合・去〉去偶〈支合・去::?> IIIA・止・ 45

o<{支}><{之〉両韻の通用

吉見 式支〈支関〉 失之《之〉

堤是支《支関〉 音時〈之〉

ま平 井明《支開・上〉必耳《之・上〉
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疹 尺氏〈支関・上〉赤以〈之・上〉

弛*施是〈支開・上〉失以〈之・上〉

* r博雅音』は強IC.作る。

施 施智〈支開・去〉失異〈之・去"c傍llIA・止・ 126
警*里之〈之〉 力移〈支関〉 皿A・止・ 8

llIA・止・ 121

llIA・止・ 127

* r博雅音~ I乙見える被注字は麓である。

歯 側持〈之〉 呉儀《支開" llIA・止・ 17

マ〈支~<{之〉両韻の別を示すと解される例も見える:禁 士宜《支開〉、

士疑〈之"(2・7• 1)。

o<{脂~<{之〉両韻の通用

{比房脂〈脂関〉 鼻之《之〉

毘水房脂〈脂関〉 縛之〈之〉

* r博雅音~ I乙見える被注字はmである。
積疾資〈脂関〉

聾*疾資〈脂関〉

在蕊〈之〉

才辞〈之〉

* r博雅音』は鱈lζ作る。
鴎慮脂〈脂開〉 歯之〈之〉

llIA・止・ 110

llIA・止・ 111

llIA・止・ 117

llIA・止・ 118

llIA・止・ 122

腔慮脂〈脂開〉 歯之〈之" llIA・止・ 123

砥 職維〈脂開・上〉音止〈之・上，，* 皿A・止・ 119

*本例は或は『広韻~ Iζ見える又音、諸氏切に投影して〈支開・上，，<(之

・上〉両韻通用の例とすべきか。

癖 必至《脂開・去〉必異〈之・去" llIA・止・ 109

尿 丑手IJ<(脂開・去〉勅吏〈之・去" llIA・止・ 114

徹 直利《脂関・去〉直異〈之・去"c傍1 llIA・止・ 115
賦*女利〈脂関・去〉女吏〈之・去〉 皿A・止・ 116

* r博雅音~ I乙見える被注字は震である。

勢里之《之〉 力自〈脂関" llIA・止・ 62

ヴ，

t

《

h
U
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晶 子之〈之〉 音資〈脂関〉 皿A・止・ 70

鵬 楚持〈之〉 楚飢〈脂関〉 IIIA・止・ 77

!2~ 興之〈之〉 音夷〈脂閲〉 皿A・止・ 85

蓄側持《之〉 阻師〈脂開::T[傍〕 IIIA・止・ 75

提 捗吏〈之・去〉 音致《脂関・去〉 IIIA・止・ 63

臨 何吏〈之・去〉 音二〈脂開・去〉 IIIA・止・ 82

胎 丑吏〈之・去〉 恥手IJ<脂関・去:}>[傍〕皿A・止.67 

o<{脂}><{祭〉両韻の通用

世帯 匹備〈脂開・去〉匹制〈祭関:}>[傍1* IIIA・蟹・ 1
*本例は或は『広韻』に見える又音、匹詣切に投影して〈斉開・去:}><祭

開〉両韻通用の傍証例とすべきか。

嬢 捗住〈脂合:}>渉衛〈祭合:}>[傍 IIIA・蟹・ 11

帥 所類《脂合・去〉升丙〈祭合::T[傍〕 皿A・蟹・ 14

劇l牛例《祭開〉 牛二〈脂開〉 血A・止・ 91

o<{庚三・陪三}><{清・昔〉両韻の通用

偵 丑貞《清閑〉 勅驚〈庚関〉 IIIA・梗・ 22

超丑貞〈清開〉 恥京〈庚開〉 IIIA・梗・ 26

樫 丑貞〈清閑〉 恥京〈庚開〉 皿A・梗・ 24

鏡 丑貞〈清開〉 恥敬《庚関・去〉 IIIA・梗・ 23

奇t*丑鄭〈清開・去〉恥敬〈庚開・去〉 IIIA・梗・ 27

* r博雅音』は献に作る。

描 直笑《昔開〉 池戟《陪開〉 IIIA・梗・ 28

雑戟〈陪開〉 IIIA・梗・ 31

踊 直実〈昔閲〉 馳戟《間関〉 IIIA ・;f~・ 29

臨*直実〈昔関〉 直戟〈陪開〉 IIIA・梗・ 30

* r博雅音.1，乙見える被注字は繭である。
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2. 2. 2. 5 llIB韻類

以下lζillB韻類l乙含まれる諸韻聞の通用を示すと解される例を挙げる。

o<{屋三::?><{燭〉両韻の通用

腹房六《屋〉 扶欲〈燭〉 illB・通・ 17

o<{虞::?><{尤〉両韻の通用

鰐芳無〈虞〉 副周《尤)>* illB・流・ 2

*本例は或は『広韻jI乙見える又音、縛謀切に投影して〈奉)><(敷〉両声

母混同の例とすべきか。

蜜武夫〈虞〉 音牟〈尤)>(傍 illB・流・ 4

F音 芳武《虞・上〉 敷九〈尤・上)>* 阻B・流・ 3

*本例は或は『広韻jI乙見える又音、方久切に投影して〈非)><(敷〉両声

母混同の例とすべきか。

宋*縛謀〈尤〉 肥無〈虞)> illB・遇・ 18

キ『博雅音』は署lζ作る。

2. 2. 2. 6 1. illB韻類

以下に I韻類と illB韻類l乙含まれる同摂所属諸韻聞の通用を示すと解さ

れる例を挙げる。

o<{東一・屋一~<{東三・屋三〉両韻の通用

帽莫卜〈屋ー〉 音目〈屋三〉

務 莫鳳《束三・去〉莫洞《東一・去〉

o<{東一・屋一~<{鍾・燭〉両韻の通用

聾虚紅《東〉 音龍《鍾〉

棟千木〈屋〉 且足《燭)>(傍〕

議力玉〈燭〉 音鹿〈屋〉
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マ〈屋一}><{燭〉両韻の別を示すと解される例も見える:遠 音鹿《犀

ー〉、音録〈燭〉二音 (6・4・10)。

o<{魂・没}><{文・物〉両韻の通用

積 蒲本〈魂・上〉 扶粉〈文・上〉

窟古忽《没〉

蝿於云〈文〉

o<{唐・鐸}><{陽・薬〉

居勿《物〉

音1昆《魂〉

央*於雨〈陽関・上〉烏郎〈唐開〉

* r博雅音JIζ見える被注字は挟である。

抑 魚向〈陽関・去〉五浪〈唐開・去〉

趨七雀〈薬関〉 音錯《鐸関〉

E爵*在爵《薬関〉 慈柴〈鐸関)>(傍〕

* r博雅音』は日曜に作る。

illB・瑛・ 5

illB.環・ 11

I・諜・ 14

1 .宕・ 17

1 .宕・ 15

1・宕・ 10

1・宕・ 12

マ《唐}><{陽〉両韻の別を示すと解される例も見える:箆音良〈陽関〉、

郎《唐開〉二音 (7・8・3)0 

o<{侯}><{尤〉両韻の通用

設 蘇后〈侯・上〉 コ酉〈尤・上〉 illB・流・ 12

貿莫候《侯・去〉 莫救〈尤・去〉 illB・iTrt・ 5

蓄 莫浮〈尤〉 莫候《侯・去〉 1 .流・ 3

陳側鳩〈尤〉 側侯〈侯〉 1 .流・ 12

中露 楚鳩《尤〉 文溝〈侯)>(傍〕 1 .流・ 14

肇 莫浮〈尤〉 音茂〈侯・去)>(傍〕 1 • i市・ 4

f取 側九〈尤・上〉 H土后〈侯・上)>(傍〕 I・流・ 13

2. 2. 2. 7 illA. illB韻類
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以下l乙llIA韻類とllIB韻類l乙含まれる同摂所属諸韻聞の通用を示すと解さ

れる例を挙げる。

o<{脂::}><{微〉両韻の通用

県1]*魚器<H旨開・去〉 魚既〈微関・去〉 llIB・止・ 4

* r博雅音JlI乙見える被注字は梨jである。

宣L 乙黛〈脂開・去〉於既《微関・去〉 llIB・止・ 7

日希 虚宣《微関・上〉虚凡〈脂関・上)>(傍1llIA・止・ 93

許凡〈脂関・去)>(傍1llIA・止.95 

許既〈微開・去〉虚翼〈脂開・去)>(傍1llIA・止・ 94

許糞〈脂関・去)>(傍1llIA・止.96 

弗h 扶梯〈微合・去〉歩器《脂閲・去)>(傍1llIA・止・ 57

o<{之::}><{徴〉両韻の通用

黒*許其《之〉 音晴《微開〉

* r博雅音』は爆に作る。
秋 許既〈微開・去〉許記〈之・去〉

o<{祭乙::}><{廃〉両韻の通用

矯丘吠〈祭合〉 苦綴《廃〉

縁呼吠〈祭合〉 音壕〈廃〉

llIB・止・ 5

llIA・止・ 132

llIB・蟹・ I

llIB・蟹・ 2

o<{真(藤)乙・質(櫛)乙::}><{欣・迄〉両韻の通用

tJ¥ 所環〈渓〉 所斤〈欣)> llIB・環・ 17

持 巨巾〈真開〉 巨斤《欣)> llIB・環・ 19

闇語巾《真開〉 魚斤〈欣〉

告語巾〈真開〉 魚斤〈欣〉

悲*魚里見〈真開・去〉 魚新〈欣・去〉

* r博雅音』は怒lζ作る。
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5分普巾〈真合〉

「 去詑〈迄〉

汽*魚迄〈迄〉

北大文学部紀要

普斤〈欣〉

去乙〈質開〉

魚乙《質関〉

* ~博雅音』は汽l乙作る。

佐魚迄〈迄〉 魚乙〈質問〉

o~真合(誇):>~文〉両韻の通用

鐸常倫〈誇〉 是聞〈文~(傍〕

o~仙乙・醇乙:>~元・月〉両韻の通用

舛 昌克〈仙合・上~ i多遠《元合・上〉

倦*渠巻《仙合・去〉去願〈元合・去〉

* ~博雅音~ ，ζ見える被注字は券である。
摂陽劣〈併合〉

拙職悦《辞合〉

o~幽:>~尤〉両韻の通用

彪 甫Pf:<(幽〉

働 於糾〈幽・上〉

整 七由〈尤〉

~J長月〈月合〉

織厭〈月合〉

必部〈尤〉

於柳〈尤・上〉

千幽〈幽〉

llIB・藻・ 15

皿A・議・ 18

llIA・議・ 21

llIA・藻・ 21、22

llIB・諜・ 9

llIB・山・ 8

llIB-山・ 11

llIB・山・ 6

llIB・山・ 7

llIB・流・ 1

llIB・流・ 22

llIA・流・ l

'7~幽:>~尤〉両韻の別を示すと解される例も見える:賜於糾反〈幽

・上〉、於久反〈尤・上~(7・ 2 ・ 6 )。駒於糾反《幽・上〉、於柳反〈尤

・上~ (8・8・9)。

o~塩乙・葉乙:>~厳(凡)・業(乏) :>両韻の通用

H余 魚検《塩・上〉 音綴〈厳・上~ llIB・威・ 2

魚芝〈塩・去〉 魚掩〈凡・去〉 llIB・威・ 9
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2. 2. 2. 8 illA • IV韻類

以下l乙illA韻類とIV韻類に含まれる諸韻聞の通用を示すと解される例を

挙げる。

o<{支}><{斉〉両韻の通用

返 徒稽《斉開・上)>1火遁〈支開・上〉 illA・止・ 7

マ〈支}><{斉〉両韻の別を示すと解される例も見える:誓 音紫〈支関

.上〉又子弟反《斉開・上)>(5・6・4)。

o<{脂}><{斉〉両韻の通用

樋*房脂《脂開〉 普異〈斉関)> IV・蟹・ 3

* w博雅音~ K.見える被注字は偲である。
朝部迷《斉関〉 歩美〈脂閲・上)> illA・止・ 56

マ〈脂}><{斉〉両韻の別を示すと解される例も見える:静 力自反〈脂

開〉又音整〈斉開)>(5・6・4)。

o<{祭甲}><{斉〉両韻の通用

t世録制《祭聞〉 夷細〈斉関・去〉

を見 以丙〈祭合〉 役桂《斉合・去〉

月祭 七計〈斉関・去〉七祭〈祭開〉

目祭 七計〈斉開・去〉七祭《祭関〉

o<{仙甲・醇甲}><{先・屑〉両韻の通用

後*卑連〈仙開〉

房達〈仙開〉

方千〈先関〉

牌年《先開〉

* w博雅音』は筏IC作る。
的 方緬〈仙開・上〉縛典〈先開・上〉
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* r博雅音JI乙見える被注字は誌である。
践*慈、演〈仙開・上〉才珍《先開・上〉 IV.山・ 19

* r博雅音JI亡見える被注字は診である。
魚手 息漫《仙開・上〉先典〈先関・上〉 IV.山・ 20

聞 去演〈仙開・上〉苦典〈先開・上〉 IV・山・ 27

堅 去演〈仙開・上〉郎珍〈先関・上〉 町・山・ 26

瞳*井チIJ<醇開〉 匹結〈屑関)>[傍〕 町・山・ 4

* r博雅音』は盤lζ作る o
官 姉子IJ<醇開〉 音節〈屑開)>[傍〕 IV・山・ 15

釘ーホ居列〈蒔関〉 実在節〈屑関〉 IV.山・ 22

* r博雅音JIζ見える被注字は矛である。
嬢於縁〈仙合〉 音淵〈先合〉 IV・山・ 40

I守 力鞍〈醇合〉 力関《屑合〉 町・山・ 33

片属 布玄〈先開〉 音鞭〈仙関〉 IIIA・山・ 2

珍 乃珍〈先関・上〉乃展〈仙開・上)>* IIIA・山・ 7

*展は乙類字で本例は例外となる。

賄 莫旬〈先開・去〉音面〈仙関・去)> IIIA・山・ 6

騎*五結〈屑関〉 魚列〈醇閲)> IIIA・山・ 28

* r博雅音』は繰Iζ作る。
泉五結〈屑開〉 魚子IJ<際関)>[傍 IIIA・山・ 29

婆普蔑《屑開〉 篇悦〈醇合)>[傍 IIIA・山・ 37

慌*古豚《先合・去〉倶面〈仙開・去)> IIIA・山・ 24

* r博雅音』に見える被注字は績である。

哩 古l孫〈先合・去〉音絹〈仙合・去〉 皿A・山・ 58

環 古豚〈先合・去〉音絹〈仙合・去)> IIIA・山・ 59

o<t宵甲::J><t霜〉両韻の通用

f票*撫招〈宵〉 手尭《粛)> IV・数・ 1

* r博雅音』は擦に作る。
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~f* 撫招《宵〉 匹柳《粛〉 IV.数・ 2

杓 撫招《宵〉 片ム〈粛〉 IV・数・ 3

創 昨焦《宵〉 才彫〈篇〉 IV・殻・ 13

在莞〈粛〉 IV・放・ 14

日要 於害《宵〉 鳥巣〈議〉 IV・数・ 19

世奈 力小〈宵・上〉 音了〈粛・上〉 IV・放・ 11

員幼 於亮〈高f)> 音要〈宵〉 illA・安k・24

桃徒了〈議・上〉 音兆〈宵・上〉 illA・安t・7

呆リ 子了〈議・上〉 子紹〈宵〉 illA・安t・8

o<{清・昔}><{青・錫〉両韻の通用

晴 七静〈清開・上〉七挺〈青開・上〉 IV・梗・ 11

i青*七政〈清開・去〉 錯定〈青閲・去〉 IV・梗・ 12

* r博雅音JlIζ見える被注字は槻である。

蹟 七遮〈昔閲〉 七的〈錫開〉 IV'梗・ 13

析 先撃〈錫閲〉 ゴ亦《昔開〉 illA・梗・ 9

o<{塩甲・葉甲}><{添・帖〉両韻の通用

贋於t炎〈塩・上〉 烏黒占〈添・上〉 IV・威・ 5

屡於葉〈葉〉 烏頬〈帖)>(傍〕 IV'威・ 6

黄占 他兼〈添〉 他廉〈塩〉 illA・威・ 2

謙許兼《添〉 呼廉〈塩〉 illA・威・ 19

1兼 助兼《添〉 音廉〈塩)>(傍〕 班A・威・ 7

瓢力1s<(添・上〉 力占〈塩〉 illA・戚・ 5

重 徒協，z']占〉 徒葉〈葉〉 illA・戚・ 4

目葉 呼牒《↑占〉 虚葉〈葉〉 illA・威・ 20

マ〈塩}><{添〉両韻の別を示すと解される例も見える:靖烏嫌〈添〉、

烏検〈塩・上)>(1・ 6・1)0 (或は平・上声の別を示す例か。)
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2. 2. 2. 9 以上韻類について『博雅音』に見える通用例を類別

・提示したが、そ乙 l乙反映する音韻的特徴を総括すると次の様である。

尚、声類l乙於けると同様、参考のために「文選Jr玉篇』に反映する様相
の概略を付記する。

(1)く開合>及びく直助〉の対立(後者l乙関しては更に勘音甲:乙

の対立)は明確であったと推測される。 I文選Jr玉篇』も同様である。
( 2) 1韻類に含まれる諸韻の内、所謂く一等重韻>、即ち、 i<{東

・屋)><{冬・沃〉、 ii<{日台)><{泰開〉、 iii<{泰合}><{灰〉の通用、及び、

iv<{日台)><{灰〉、〆〈模)><{侯〉通用の様相が見える。 I文選」から得ら

れる通用例は上掲中、 111(5例)、1v(2例)である。『玉篇』では何れも分

かれて混じない。因みに、 lの通用は六朝末の河北l乙於ける字音の特徴

である旨の指掃が『顔氏家訓~ I音辞篇JIC見える。

( 3) II韻類l乙含まれる諸韻の内、所謂く二等重韻>、即ち、 1<{佳〉

〈皆〉、 ii<{皆)><{夫〉、 iii<{刷・錯)><{山・賠〉、 iv<{庚・町)><{耕

・妻子〉、 v<{威・沿}><{街・ W)>の通用、及び、 vi<{佳)><{麻〉通用の

様相が見える。「文選jから得られる通用例は上掲中、 11(3例)、 vi(1例)

である。『玉篇』では何れも分かれて混じない。因みに、 v(但し入声韻)

の通用は六朝末の河北に於ける字音の特徴である旨の指摘が『顔氏家訓』

「音辞篇J1乙見える。

(4) illA韻類l乙含まれる諸韻の内、 1<{脂)><{祭〉、 ii<{庚・悶)><{清

・昔〉通用の様相が見える。[文選」から得られる通用例は上掲中、 1(1

例)、 ii(1例。但し入声韻)である。『玉篇』では11に一部混乱が見られる

が他は分かれて混じない。

( 5) illB韻類l乙含まれる諸韻の内、 i<{東・屋}><{鍾・燭〉、 ii<{尤〉

〈虞〉通用の様相が見えるが、『顔氏家訓~ I音辞篇Jで六朝末の河北l乙

於ける字音の特徴として指摘される《魚)><{虞〉両韻の通用例は得られ

ない。「文選Jr玉篇』では何れも分かれて混じない。
(6) I.illB韻類l乙含まれる諸韻の内、同摂所属諸韻問、即ち、 1<{東

一・屋一)><{東三・屋三〉、 ii<{東一・屋三)><{鍾・燭〉、 iii<{魂・没〉
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〈文・物〉、 iv<{唐・鐸:J><{陽・薬〉、 v<{侯:J><{尤〉通用の様相が見

える。「文選」から得られる通用例は上掲中、 11(1例。但し入芦韻)、 iv(2 

例。但し入声韻)である。『玉篇』では 1(但し唇音声母)、 v(但し唇音声母)に

混同が見られるが他は分かれて混じない。

(7) IIIA・IIIB韻類に含まれる諸韻の内、止摂所属諸韻問、即ち、 i 

〈支:J><{脂〉、 ii<{支:J><{之〉、 iii<{脂:J><{之〉、 iv<{脂:J><{微〉、 V

〈之:J><{微〉通用の様相が見える。「文選」から得られる通用例は上掲中、

i (10例)、 iic1例(?))、 ui(6例)、 lV(4例)、 v(2例)である。『玉篇』

では iiiI乙混同が見られるが他は分かれて混じない。因みに、 iの通用は

六朝末の河北l乙於ける字音の特徴である旨の指摘が『顔氏家訓LH音辞篇J

i乙見える。

(8) IIIB韻類l乙含まれる諸韻の内、所謂<三等専属韻>と、その韻摂

を同じくする皿A韻類所属乙類韻との問、即ち、 i<{祭乙:J><{廃〉、 ii<{真

(藻)乙・質(櫛)乙:J><{欣・迄〉、 ui<{仙乙・辞:J><{元・月〉、 iv<{塩

乙・葉:J><{厳(凡)・業(之)}>の通用、及び、 v<{真合:J><{文〉、 vi<{幽〉

〈尤〉通用の様相が見える。「文選Jから得られる通用例は上掲中、 11(2 

(y1J)、 ui(3例)、 iv(4例)、 vi(4例)である。『玉篇』では ii、lV(但し入声

韻を除く)、 vi(但し平声韻〕に混同が見ら Jれるが他は分かれて混じない。

(9) N韻類l乙含まれる諸韻と、その韻摂を同じくするIIIA韻類所属甲

類韻との問、即ち、 i<{祭甲:J><{斉〉、 ii<{仙甲・辞:J><{先・屑〉、包1

〈宵甲:J><{請〉、 iv<{清・昔}><{青・錫〉、 v<{塩甲・葉甲:J><{添・帖〉

の通用、及び、 IIIA韻類止摂所属韻とN韻類蟹摂所属韻との問、即ち、 vl

〈支:J><{斉〉、 vii<{脂:J><{斉〉通用の様相が見える。「文選」から得られ

る通用例は上掲中、 1 (4例)、 11(7例)、 iii00例)、1V(3例)、 v(3例)、

vi (2例)、汎i(2例)である。『玉篇』では何れも分かれて混じない。

3. 以上、惰代南方字音を反映し、而もその撰述年が『切韻』編纂時

lζ極めて近いと推定される曹憲『博雅音』の声・韻類l乙見える混同・通

用例の調査結果を示した。
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この小論は既lζ述べた様l乙、専ら資料整理の結果報告を目的とするも

のであり、乙れに拠って音韻的特徴のーーについて論ずることはしない

が、報告のおわりに当たり、今後とも多様な視点から考究・検討さるべ

き事柄として二三を書き留めておく。

『博雅音』の字音資料価値として、本稿(上) 1ζ於て二点を挙げた。

その第ーは、本資料が惰代南方字音の一端を明らかにし、梁・唐代のそ

れとの比較対照によって南方字音と呼ばれるものの実相を更に明確化す

るのに有用と考えられる点であったが、上述の報告は、細部について考

察さるべき乙とは尚残されるものの、それに対する一往の答となろう。

そしてそれは亦、以下l乙些か記す様に、字音の本質やその演変の、また、

残存する字音資料lζ音韻変化の痕跡を求め、それに拠りつつ変遷過程の

構築を図ろうとする中国語音韻史の、それぞれの考究に与って参考とさ

るべき資料の一つになると思われる。

『博雅音」はその推定撰述年により明らかな如く、年代的には『玉篇』

「文選」のほぼ中聞に位置するが、上で総覧した様l乙、そ乙 lと反映する

音韻的特徴は多く「文選Jと斉しくし、『玉篇』とは極く一部の声・韻類

l乙関して特徴を共にするのみで両者聞には音韻上の大きな求離が在ると

言えよう。乙の乙とは、多分に保守的側面を内包し、それぞれが正音を

示すべく撰せられたと推測される此等三種の資料を単一線上に点在せし

め、そこに時間軸に添った音韻・音声変化の跡を見るのは妥当ではない

乙とを示唆すると私考する。若し敢えてそ乙l乙直線的な音韻・音声変化

の跡を認めようとするならば、通算約120年の流れの中で、前半の僅か

60年の聞に極めて急激な変化が生じたと仮定せねばならず、それは、仮

りに社会状勢の激動が有ったとしても、言語事象の実態を無視し、また

中国l乙於ける学問継承の形態を蔑ろにした理解の仕方であろう。

筆者は乙れまでに、字音資料というものはその性格上、撰述された時

代・地方の音韻・音声状態を忠実且つ直接的に映すものでは必らずしも

なく、注者の規範とする字音体系、基層を成す語音、継承する学統、時

代的背景など様々な要因が様々な形でそれぞれの資料に反映されている
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と考えられる旨を指摘したことがあるが(r唐代字音.1pp. 9、103、226な

どを参照)、「文選」の撰者李善が貫籍を江部とし、曹憲の門生として江・

准に於て文選の学を修めた篤学の士であることを想起するならば、上で

指摘した如き音韻的様相は理解し難いことではないと言えよう。即ち、

極く概括的l乙述べるならば、『博雅音』が『玉篇』との聞に;jft離を示すの

は恐らく撰者の規範とする字音体系の相違l乙起因すると推測され、一部

声・韻類l乙関して『玉篇』とその特徴を斉しくするのは基層を成す語音

(南方音)の反映であり、一方、「文選」とその特徴を多く共有するのは

両者が規範・学統、そして語音をも同じくする乙とに因るためと捉える

乙とによって先述の事象は矛盾なく説明し得ると思われるが如何であろ

うか。字音資料の取り扱いには、殊にそれを通時的研究に利用するに際

しては、飽くまで慎重であるべきことを改めて痛感しつつ当面の解釈を

乙乙に示しておく。

さて、『博雅音』の価値の第二は、『切韻』編纂時lζ極めて近い時期lζ

撰述された本資料の整理が、『切韻』の基礎音系l乙関する考究を進めるに

当たって何等かの論拠を提供する乙とへの期待が持たれる点であった。

実際、その整理結果は、『切韻』とほぼ同様の体系的特徴を示す『玉篇』

と異なって『切韻』の声・韻類聞に少なからぬ混同の在ることを、そし

て此等の混同は亦唐代所撰音義書から窺える諸特徴(詳細は『唐代字音』を

参照)とも多く斉しくする乙とを明らかにした。乙れは『切韻』の性格を

論ずるに当たって視野に入れるべき一事項と考える。

筆者は唐代所撰音義資料の整理結果l乙基づいて『切韻』の基礎音系i乙

関する考察を試み、顔師古「漢書音義j r乙拠って『切韻』長安音説l乙対

する批判的意見を陳べ、また撰者不詳『敦煙出土礼記音残巻j r乙拠って

『切韻』河南省(洛陽・鄭)音説lと対する疑念を表し、その範囲内での私

見を示したことが有るが o唐代字音.1pp. 344-350)、何れ、此の度の『博
雅音』の整理によって明らかとなった諸事項や近時公表された先学の論

考などをも踏まえつつ私見の再検討を行ない、改めて『切韻』の基礎音

系について考え論ずる機会が得られればと願っている。今は以上を述べ
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るに止どめ、鈴は別稿l乙譲ることにする。

i主

(1) 但し、資料の整理・検討に当たっては、資料に反映する音韻

的特徴の、その現われ方の様々な可能性を考慮して、『切韻』の体系に対

して必要な補訂を加える乙とは後述の通りである。

( 2 ) 資料整理にこの方法を採る事由や具体的な手順・問題点など

については、拙著『唐代字音の研究』汲古書院 1981 (以下、『唐代字音』

と略称)pp. 39-46を参照されたい。

( 3 ) 語義は『切韻』と同じくするものの、『博雅音』の音形が『切

韻」とは隔絶した様相を示す例も見られる。乙れ等は、当時或る範囲内

で通行していたもので『切韻~ IL:は採録されなかった語形を示している

可能性もあり、それはまた資料として興味をそそられるものではあるが、

『切韻』への投影に拠って音韻体系上の「ずれ」を探る乙とを目的とす

る本稿では考察の対象から外す。

( 4 ) 但し、以下に掲げる唇音字は本表lζ算入しない。

o r切韻』と音形の「ずれ」を見せる例の内、それが『切韻』と懸隔
した様相を示す以下の 9例 (cf.注 3):抜不勿、積扶粉、機無髪、

朴普木、香歩本、吻亡内、阪必何、柿布末、~武粉。

O 被注字が『広韻~ IL:見えぬ以下の 3例:悲 芳尾、泌普必・白必。

o r広韻~ IL:見えぬ又音を示すと解される以下の21伊い唆普列、棚

負萌・負宏、帰縛亦、酷薄故、彪亡項、緋百猛、鷺布獲、枇

布察、放普員、践浦迷、本卜普卜、伴普衡、日前符命、爆普

角・歩角、金普寸、鮒方主、撃芳舌、懇莫佳、廃無悲。

( 5 ) しかし乍ら、『博雅音』には以下に示す様な、『切韻』の体系

に即して言えば同音と解される二音がそれぞれ別音を示す如く並記され

ている例も見られ、並記されている複数の音が常に別音を示すかについ

ては疑点も残る。乙れ等の例の取扱いには注意する必要があると恩われ

る。

陸 胡語反、胡罪反c1・ 1・5)。両音とも〈匝)>~灰・上〉韻
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を示す。

庇 赴乏文乞乏、芳乏(1・ 6・10)。第 l、3音は共に〈敷〉母

〈之〉韻を示す。

瀬 力但又音魯j高反(5・6・5)。前者は〈来〉母《寒・上〉韻、

後者は〈来〉母〈桓・上〉韻(但し唇音字)を示す。

付言すれば、同一資料から、一方に於て音韻上の混同・通用を示すと

解される音注例が得られる反面、そ乙で示される両(或はそれ以上の)

音が別音であることを示すと解される例が得られる点に対するー解釈に

ついては『唐代字音.1pp. 108 -109、p.226を参照されたい。

( 6 ) W玉篇.1tc関しては、周祖諜「万象名義中之原本玉篇音系J

(前引論文)、河野六郎「玉篇に現れたる反切の音韻的研究J(前引論文)

に、また「文選Jtζ関しては『唐代字音jK拠る。
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